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医療用品 䐴䐸 整形用品 
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CVN バンデージ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

*【形状・構造及び原理】 
1. 外観図 

1.1 外装 
 
代表的写真 䐸 インチ トラウマバンデージ 
（イエローパッケージ） 
 
 
 
 
 
 
 

 
代表的写真 䐸 インチ トラウマバンデージ 
（ブラックパッケージ） 

 
 
  
 
 
 
 
 

 
本品は、傷や汚損から内容物を保護する目的の外包装
と、滅菌済みの伸縮包帯が圧縮状態で入っている内包装
の、二重包装になっている。 
イエローパッケージとブラックパッケージは、外装と有
効期間が異なるのみで、本体形状に変化はない。 
詳細は 䐷.寸法・仕様の項目で記載する。 

 
 
 

1.2 本体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3 各部位の説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 原材料 
 
 
 
 

3. 寸法・仕様 
3.1 寸法 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

3.2 付属品 
 アブドミナルバンデージ、トラウマバンデージには、プ

レッシャーバーが付属しない。 
 アブドミナルバンデージには、プラスチックラップ(䐺䐴 

x 䐺䐴 cm)が付属する。 

【警告】 
1. 救急救命の訓練を受けた上で使用すること 
2. 血液、体液で汚染された場合は廃棄すること 

[交差感染の可能性がある] 
3. 内包装に破損がある場合は使用しないこと [滅菌

状態が保持できず、感染のリスクがあるため] 

【禁忌・禁止】 
1. 再使用禁止 
2. 再滅菌禁止 

再使用禁止 

➁パッド ➀伸縮包帯 

➃プレッシャーバー ➄クロージャ―バー 

➂ハンドルループ 

番号 名称 機能または動作 

➀ 伸縮包帯 
伸縮する素材で構成されており、創傷
部位に圧迫を加えながら巻き付ける 

➁ パッド 
創傷部位の保護のためのパッドで、創
傷部位に当てて使用する 

➂ ハンドルループ 
本品を創傷部位に適用する際に、この
部位を手で持って固定する 

➃ プレッシャーバー 
この部位に伸縮包帯を通し、折り返す
ことで創傷部位に圧迫を加える 

➄ クロージャーバー 
本品を巻き終えた後に 
末端で固定するために使用する 

番号 名称 原材料 
➀ 伸縮包帯 コットン、ポリアミド繊維、ポリウレタン 
➁ パッド フラッフパルプ 

種類 
サイズ
(cm) 

パッド 
(cm) 

外装込 
重量(g) 

レスポンダー 
バンデージ 

䐸 インチ 䐵䐴 x 䐸䐼䐴 䐵䐴 x 䐶䐴 䐼䐴 
䐺 インチ 䐵䐹 x 䐸䐼䐴 䐵䐹 x 䐶䐴 䐵䐵䐴 

アブドミナル 
バンデージ 

䐼 インチ 䐶䐴 x 䐸䐼䐴 䐹䐴 x 䐹䐴 䐶䐶䐴 

タクティカル 
レスポンダー 
バンデージ 

䐸 インチ 䐵䐴 x 䐸䐼䐴 
䐵䐴 x 䐶䐴 
(䐶 枚入) 

䐵䐴䐴 

トラウマ 
バンデージ 

䐸 インチ 䐵䐴 x 䐸䐼䐴 䐵䐴 x 䐶䐴 䐻䐴 
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 タクティカルレスポンダーバンデージは、本体縫い付
けのパッドに、追加パッドが 䐵 枚付属する。その他に、
プラスチックラップ(䐸䐶 x 䐸䐶 cm)、ガーゼ(䐵䐴 x 䐻䐹 cm)
が付属する。 
 

4. 原理 
出血部分をパッドで覆い、圧力をかけて包帯を巻くこと
により、損傷部位を保護し止血を促す。 
 

【使用目的又は効果】 
出血の抑制、液の吸収、擦過傷、乾燥又は汚染からの器官の
保護のため、外科切開口、他の皮膚創傷又は内部構造に適用
する。 
 

【使用方法】 
(1) 外包装を開封し、内包装から本品を取り出す。 

この時、内包装に破損がないか確認する。破損があった
場合、感染のリスクがあるため使用しないこと。 

(2) ハンドルループを手に持ち、プレッシャーバーが創傷部
位の上に来るようにパッドを当て、圧迫を加えながら伸
縮包帯を巻いていく。プレッシャーバーがない種類の場
合は、創傷部位が保護できる位置にパッドを当て、伸縮
包帯を巻いていく。 

(3) 一巻したあと、プレッシャーバーに伸縮包帯を通し、圧
迫を加えながら反対方向に巻き戻す。プレッシャーバー
がない種類の場合は、そのまま圧迫を加えながら巻いて
いく。 

(4) パッドの端が隠れるようにしっかりと巻いていく。 
(5) 末端まで巻き終えたら、クロージャーバーの両端を伸縮

包帯の端に引っ掛けるようにして固定する。 
 
【使用上の注意】 

1. 重要な基本的注意 
(1) 血液、体液等で汚損の場合は廃棄すること。 
(2) 本体に悪影響の生ずる恐れのない場所に保管すること。 

 
【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管方法 
水濡れに注意して、直射日光及び高温多湿をさけて常温
で保管すること。 
 

2. 有効期間 
 イエローパッケージ：䐼 年（ガンマ線滅菌 外装に記載） 
 ブラックパッケージ：䐵䐴 年（ガンマ線滅菌 外装に記載） 

 
【保守・点検に係る事項】 

内包装に破損がある場合は使用しないこと。 
（滅菌状態が保持できず、感染のリスクがあるため） 

 
 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
1. 製造販売業者 

株式会社オーストリッチインターナショナル 
 

2. 製造業者 
Anji Hengfeng(中華人民共和国) 又は 
*CVN Medical Solutions（フィンランド） 


